
標準版



※ 「名古屋市 地域の防災リーダー 初動対応シート（標準版）」及び

地域の防災リーダーの活動について簡潔にまとめたリーフレットを、

市公式ウェブサイトからダウンロードできます。

大規模な災害が発生した直後は、行政による救助・支援の「公助」に限界があるため、自

分の命は自分で守る「自助」、地域で助け合う「共助」が非常に重要となりますが、その活

動の中核となるのが、災害対策委員や自主防災会長など、地域の防災リーダーのみなさま

です。

そんな地域の防災リーダーのみなさまに、発災時に地域の各組織が行う標準的な初動対応

の流れについて学んでいただくとともに、平常時の備えについて話し合っていただくための

ツールとして、この「名古屋市 地域の防災リーダー 初動対応シート（標準版）」を

作成しました。

いつ名古屋で大災害が起きてもおかしくありません。このシートを、防災訓練をはじめと

した地域防災活動の機会に活用し、地域の防災力を高めていきましょう。



大規模災害時には、学区に災害救助地区本部が設置され、町内会や自治会の地域ごとに

結成される自主防災組織、指定避難所に組織される避難所管理組織、区本部（区役所）な

どと連携した地域防災活動が行われます。

※ このシートで「避難所」とあるのは、「指定避難所」のことを指します。

※ 消防団は、地域における様々な災害対応に従事します。
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※ 各組織の活動の具体例については、各シート（ など）を確認してください。
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本 部

・会長 ・副会長 ・各班長

情報班 消火班 救出救護班 避難誘導班 給食給水班

・安否情報等の

収集及び伝達

・警報等の周知

徹底

・初期消火の実施

・出火防止の広報

・救助活動の実施

・応急手当の実施

・避難経路の安全

確認

・避難誘導の実施

・炊き出し及び給水

・物資の配分

・安否情報等の集約

・各班への活動指示

・災害救助地区本部との連絡調整

・避難者名簿の作成

・地区本部との連絡

調整

・施設管理

・資機材の設置

・衛生対策

・傷病者、高齢者、

障害者等の対応

・避難者の健康管理

・食料や飲み水の

配布・在庫管理

・必要な食料の要請

・食料以外の物資

の配布・在庫管理

・必要な物資の要請

代表管理者

総務班 施設班 救護班 食料班 物資班

本部長

副本部長

総務班 避難誘導班 情報班

・地区本部との連絡調整

・各班の管理及び指揮

・基本事項の決定

・避難所の管理運営

・要配慮者の救援活動

・救援物資の配分

・ボランティアの活動支援

・避難誘導

・初期消火活動

・人命救助活動

・救出・救援

・災害情報等の伝達

・避難情報の伝達

・被害状況の調査

・広報広聴活動

・二次災害防止の広報

（共通事項）
・施設の安全確認

・資機材等の確認

・避難所との連携

・区本部への報告
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地域において、特定の方が様々な役割を兼ねていることがありますが、いざという時に円滑

に対応するためには、役割を兼務せず、事前に分担しておくことが理想です。

役割を兼務している場合には、どの役割を優先し、他の方に何を任せるのかについて、あら

かじめ決めておく必要があります。一例を見てみましょう。

自主防災会長、災害対策委員（災害救助地区本部委員）、避難所の開設担当

の３つの役割を兼務している町内会長

自主防災会長とし

て現地本部の立ち

上げを指揮し、初

動体制を整える

災害救助地区本部

委員として活動

避難所を開設し、

避難者の受付を

実施

役割を兼務している人が多い地域では、各組織の運営に必要な人員がすぐに集まれないこ

とが想定されるため、地域としての災害対応に遅れが出る危険性があります。

発災時、各組織が連携した迅速な対応ができるよう、日ごろから地域で話し合い、対策を

しておきましょう。

＜対策の例（自主防災会長と災害救助地区本部委員を兼務する方が多い場合）＞

・地域の役員から、自主防災会長を兼務しない災害救助地区本部委員を選出しておく

・訓練や講習により、自主防災会長を代理できる人を育成しておく

受付が落ち着いたら、

避難者の中から避難所の

代表管理者や班長を選任し、

災害救助地区本部へ参集

副会長などに引継ぎ、避難所へ参集

＜引き継ぎの時期の例＞

・自主防災組織の各班へ指示を出したら

・各班が活動し、活動状況の報告を受け

たら
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● 災害対応にあたる際は、自分自身や家族の安全を守ることを最優先とし、二次災害に巻

き込まれないようしっかりと安全を確保したうえで活動することを心掛けてください。

● シートの記載内容を地域で話し合って変更することにより、このシートは、地域の実情

を反映した、より実践的な防災ツールとなります。

＜変更の例＞

・安否確認や情報収集の方法を、学区や町内会で決めた方法に書き換える

・自主防災組織現地本部の場所や区本部の連絡先など、具体的な情報を書き込む

（記載内容の変更を希望する場合は、区役所や消防署にご相談ください。）

・名古屋の防火＆防災 ・災害救助地区本部運営

マニュアル
・指定避難所運営マニュアル

・指定避難所運営マニュアル
新型コロナウイルス感染症対策編

※ 各組織の活動の詳細については、マニュアルなどで確認してください。

【問合せ：消防署】 【問合せ：区役所】 【問合せ：区役所】
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自主防災組織 初動対応シート

自-１ 安否確認

安否を伝える

□ 身の安全を確保

□ 各家庭にて、あらかじめ地域で決めた方法により安否を伝える

□ 隣近所で声をかけ合い、無事を確認

安否の確認

□ 収集した情報について、「安否確認集計表（様式1－1）」（p.18）等を

活用し、自主防災組織現地本部へ報告

＜集計表への記入例（一部抜粋）＞

現地本部への

報告

□ あらかじめ決めた方法により、安否情報を収集

□ 安否が不明な世帯は、無事かどうか確認

□ 避難に支援が必要な方を優先的に確認

□ 安否以外にも、人的被害や家屋被害など

の情報を極力収集

【平常時の備え】

□ 安否を知らせる方法を決める

（例１）目印を掲げる

・安否確認札

・タオル

（例２）安否を連絡する

・電話 ・メール

・ＳＮＳ
安否確認札 タオル掛け

□ 安否確認の実施者を決める

・誰が担当するか

・担当する範囲

（例）組長が組単位で確認

□ 安否確認の方法を決める

安
否
確
認
訓
練

【平常時の備え】
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自主防災組織 初動対応シート

自-２ 現地本部立ち上げ

安否情報の

収集

各班への指示

・情報の収集

□ 班編成を行い、班長を決定

□ 安否情報などをもとに、班長へ指示

□ 各班から、被害や災害対応状況について情報

を収集

□ 収集した情報について、「被害状況報告書

（様式１－２）」（p.19）等を活用し、災害

救助地区本部へ報告

※ 人的被害や、助けが必要な方、火災の発生

状況等を可能な範囲で

□ 必要に応じ応援を要請

災害救助地区

本部への報告

災害救助地区本部委員を兼ねている自主防災会長は、副会長などに一任し、自身は災害救助

地区本部へ参集

□ 組長など地域の代表者から、安否情報を収集

□ 自主防災組織現地本部を設置

＜本部に必要な主な資器材＞

・設営用資器材

（テント、机、椅子など）

・ラジオ

・筆記具

・地図・防災マップ

・ヘルメット

・夜間照明

現地本部の

設置

□ 現地本部の設置場所を設定・

周知

□ 資器材を準備し、保管場所

を把握

現地本部設置訓練

□ 情報収集・報告の方法

を決める

・組長や各班長など

からの情報収集

・災害救助地区本部へ

の報告

【平常時の備え】

【平常時の備え】

メ
ー
ル

Ｓ
Ｎ
Ｓ

口
頭
伝
達

電
話

＜方法の例＞
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自主防災組織 初動対応シート

自-３① 避難誘導

一時集合場所

への誘導

□ 避難誘導の対応状況をまとめ、自主防災組織現地本部へ報告

＜主な報告事項＞

・避難経路の被害状況

・危険箇所

現地本部への

報告

□ 地域ごとの一時集合場所へ誘導

・徒歩で避難

・危険箇所（狭い道、塀やガケ、川のそば

など）をなるべく避けた経路で誘導

・要配慮者（高齢者、障害者、乳幼児など）

の移動には、必要に応じてリアカーや

車いすを活用

一時集合場所

での状況確認

□ 一時集合場所において、状況を確認

・出発時の人員がそろっているか

・必要な非常持出品を携行しているか

避難先への

誘導

□ 近隣の指定緊急避難場所へ誘導

□ 避難誘導の中で得た情報を収集

□ 一時集合場所を設定し、

地域に周知

□ ハザードマップなどを確

認し、危険箇所を避けた

避難経路を複数用意

□ 要配慮者の避難誘導の

方法について検討

なごやハザードマップ
防災ガイドブック

指定緊急避難場所・指定避難所の看板

一時集合場所での訓練

【平常時の備え】

地区防災カルテ

8



自主防災組織 初動対応シート

自-３② 初期消火

消火器具・

資器材の準備

□ 消火器などの消火器具・資器材を準備

初期消火活動

の実施

□ 初期消火の対応状況をまとめ、自主防災組織現地本部へ報告

＜主な報告事項＞

・家屋の被害状況・延焼状況

・火災発生場所

・危険箇所

現地本部への

報告

□ 自分自身の避難路を確保の上で、初期消火活動を実施

＜注意点＞

・消火するときは、煙に惑わされず火元を狙う

・風の影響を考慮し、風上で行う

・天井まで燃え広がった場合は、その場から離れる

□ 初期消火活動の中で得た情報を収集

1.安全栓を
はずす。

2.ホースをはずし、
ノズルを火炎に向け
る。

3.レバーを
強く握る。

消
火
器

消
火
バ
ケ
ツ

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

初
期
消
火
資
器
材

街
頭
消
火
器

□ 組長などから収集した被害情報を受け、自主防災会長もしくは初期消火班長

が活動方針を指示
活動方針の指示

□ 器具等の保管・

配置場所を把握

□ 普段から器具等

を整備

【平常時の備え】

※木造密集地域

等に配備

初期消火訓練消火器の使用方法
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自主防災組織 初動対応シート

自-3③ 救出救護

資器材の準備

□ 必要な資器材を準備

●救出資器材

・ジャッキ

・バール 等

●救護資器材

・三角巾

・救急包帯 等

□ 地域防災協力事業所の敷地や資器材が使用できるか確認

救出救護活動

の実施

□ 救出救護活動を実施

□ 救出救護活動で得た情報を収集

現地本部への

報告

□ 救出救護の対応状況をまとめ、自主防災組織現地本部へ報告

＜主な報告事項＞

・発生場所

・負傷者の発生状況（負傷者数・程度）

・危険箇所

□ 組長などから収集した被害情報を受け、自主防災会長もしくは救出救護班長

が活動方針を指示活動方針の指示

□ 資器材の保管・配置場所

を把握

□ 資器材を定期的に整備

地域防災協力事業所

災害時の地域への支援協力についての覚書を締結し、

地域の防災に関して地域貢献している事業所

ジャッキでの救出 担架作成・搬送

バール

油圧式

ジャッキ

【平常時の備え】
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災害救助地区本部 初動対応シート

地-１ 開設

施設の開錠

□ 鍵の保管者が施設を開錠

※ 避難者がいても、施設の安全が確認できる

まではグラウンド等で待機

区本部への報告

□ 区本部（区役所）へ、災害救助地区本部の開設を報告

□ 「建物被災状況チェックシート（資料2）」（p.24～25）を使い、

建物の外観を調査

＜主な確認項目＞

・建物が傾いていないか

・壁や柱に亀裂がないか

・窓ガラスが割れていないか

柱の鉄筋

が露出
X字状の

ひび割れ

施設の安全確認

デジタル移動無線

区本部（区役所）、災害救助地区本部となる

小学校、医療救護所となる中学校に設置。

電話が使えない状況の場合は、デジタル移動

無線により区本部等と連絡がとれるよう、平常

時から情報伝達訓練を実施しておく。

□ 室内に危険箇所がないか確認

□ ライフライン（電気、ガス、

水道、トイレ、通信手段

等）の状況を確認

外観

「使用可」

室内

「危険」

「要注意」

危険

あり

□ 指定避難所運営マニュアル事前準備編 別表１を確認し、施設

の鍵の保管者を把握

＜鍵の保管者（小学校の例）＞

・学区（区政協力委員長など）・近隣協力員

・施設管理者（学校職員） ・区役所職員

【平常時の備え】
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災害救助地区本部 初動対応シート

地-２ 情報の収集

情報の収集

□ 自主防災組織から地域の被害情報を収集

（「被害判定基準（資料1）」（p.22～23） を参照）

＜主な収集すべき情報＞

●人的被害情報

・死者 ・行方不明者

・負傷者（重症・軽傷）

●住家被害情報

・全壊 ・半壊 ・一部損壊

・浸水（床上、床下）

●その他

・消火、救出活動等の状況

・危険箇所

□ 避難所から避難情報を収集

＜主な収集すべき情報＞

・避難者数 ・要配慮者数 ・避難所外避難の状況

情報の集約

□ 被害情報を「被害状況報告書（様式１－３）」（p.20）に集約

□ 避難情報を「避難情報報告書（様式２）」（p.21） に集約

□ その他、区本部（区役所）へ要請が必要な支援について情報を集約

区本部への報告 □ 集約した情報を、区本部（区役所）へ報告

住宅被害の一例

全壊

損壊割合

50％以上

半壊

損壊割合

20％以上

50%未満

一部損壊

損壊割合

20％未満

【平常時の備え】

□ 情報収集・報告の方法を決めておく

・自主防災組織や避難所などからの情報収集

・区本部（区役所）への報告

電話 メール ＳＮＳ 口頭伝達ＦＡＸ

＜方法の例＞
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災害救助地区本部 初動対応シート

地-３ 災害情報の周知

□ 区本部（区役所）から伝達される災害に関する情報を周知

＜主な周知先＞

・住民 ・自主防災組織 ・避難所

＜主な周知すべき情報＞

・地震、津波、河川等の災害情報

・避難指示等の情報

・避難所の開設に関する情報

・ライフラインの状況に関する情報

避難所への派遣

□ 避難所開設・運営を補助

□ 避難所管理組織（代表者、各班長）を選任

□ 要配慮者の把握・対応

・安否情報を収集

・避難状況を把握

・避難所での対応が難しい要配慮者への対応

（福祉避難所や病院への移送等）

地-４ 自主防災組織・避難所への派遣

自主防災組織

への派遣

災害情報の周知

□ 避難誘導を実施

□ 初期消火活動、人命救助活動に協力

□ 救出、救援活動に協力

□ 要配慮者の把握・対応

・安否情報を収集

・避難状況を把握

・自力避難が困難な要配慮者の避難誘導に協力

活動内容は

（必要に応じて実施）

□ 派遣先で収集した情報を、災害救助地区本部へ報告
災害救助地区

本部への報告

自-３
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